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実践５ 在外派遣の恩返し

① 中学生の海外派遣事業を生かす

還元システムの構築



１．はじめに

国際社会で活躍する人材育成のために、「中学生の海外派
遣事業」を実施する自治体は全国に散見される。派遣報告
会等を通して還元する取組をしているが、効果は限定的で
ある。そこで、A 市では派遣中学生を小学校でゲスト
ティーチャーとして活用する実践を試みたところ、小学生
と中学生の双方に意欲向上につながる成果が得られた。
その実践を生かし、「中学生の海外派遣事業」の体験を出
身小学校で還元するシステムの構築をした。実施した学校
の管理職からは効果的であり、小中連携のよい取組である
と高く評価された。 ※発表当時は、教員養成開発センター長
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２．実践 派遣中学生の希望調査

中学生の海外派遣を生かす
還元システムの構築



２．実践 希望調査の集計結果
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２．実践 実際の授業の様子（報告）
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２．実践 授業後 中学生の感想 １
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２．実践 授業後 中学生の感想 ２
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３．成果は３つ。

（１）派遣生の小学校での活用は効果がある

（２）小・中学校が連携した教育活動ができた

（３）報告活動の広がりと定着
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３．成果
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３．成果 A市校長会アンケートより
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３．成果 実践報告書（小学校が記載）
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３．成果

市内共有フォルダのデータ
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４．課題は２つ。

（１）連絡調整の煩雑さと
運営システムの構築について

（２）マッチングの問題
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４．課題



５．総合考察
 中学生の海外派遣制度で学んだ成果を小学校（母校）のゲストティーチャーとして
還元するシステムは画期的であり、効果的である。どの自治体でも実現可能な取組
であり、費用もかからない。その運営方法（システム）を他の自治体で共有し、自
らの自治体に応じたカスタマイズをすることで「海外派遣事業」がさらに充実した
事業となることが本実践研究によって示唆されている。そして、その核となるのは、
本実践では「国際理解教育部会」であるが、地域の「校長会」の理解と協力が大き
いと考える。Ａ市の実践では、広げる際に校長会の協力を得ていることやこれから
につなげるために「校長会へのアンケート調査（学校の国際化について）」を実施
したところにも大きな意味をもつ。そして、実際に運用する核となる人物も重要で
ある。本実践では第一筆者が核となったが、その人物が一人ではなく、複数で組織
して運営できるようにするとよい。「小・中連携の教育実践」は「副産物」では
あったが、このような双方に効果のある実践は小・中学校で受入られやすい。そし
て、より負担が少ない簡単なシステムにすることで継続しやすくなる。自治体全体
での組織も必要だが、中学校区を中心とした実践であるため、中学校区の「教務主
任研修」や「教頭会」で実務をするのはどうか。ぜひ検討していただきたい。
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５．総合考察

 最後に「国際理解教育」としての成果について検討したい。国際理解教育の
３つの視点「知識」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう人間性等」
と17の項目への達成についてである。管理職の評価は「コミュニケ―ショ
ン力」「グローバルな意識」「国際友好・平和」「文化的多様性と共通性」
等が多かったが、実施している小学校教員や中学校教員の評価はどうか。

 さらに派遣中学生はどんな力が身についたと考えるのか。「実践報告書」
（図１）の分析もしたい。話を聴いた小学生はどうとらえたのか。学びの自
己評価は重要である。国際理解教育やESD が目指すのは知識理解にとどま
らない「国際社会の一員として主体的に行動する人材の育成」である。

 この実践が一人でも多くの児童生徒にさらなる学びのきっかけと行動を起こ
すことにつながることを期待する。
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